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天気のSingularityについて

合 田

　　§1．はしがき
　特定日付に特異な天気現象が起り易かつたり，累年日

別気象要素の変化等に有意な確続力｛編溜す葎と

についてはすでに本邦では高橋（浩）博士や坂田氏等に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
よって指摘されており，国外でもC．E．P．Brooks等に

より研究され七き・ている．特に数年来E．W．Wah1は
　　　　包M2〔1鋤
一連の論文においてWeather　Singularityの実在およ

びその大気大循環との関連の重要性を主張している，

　最近，本邦におけるWeather　Singularityをあらた

めて検討した結果では，累年日別気象要素や天気の単独

の変化では有意なものが年間を通じてかなりあるが，そ

れらを綜合した天候や移動平均したものにもはっきり現

われるようなものはあまりないことが分った．

　ここでは顯著なSingularityの中，すでによく知られ

ている梅雨などの場合を除いた2例，すなわち年末年始

の場合と梅雨の前ぶれに当るとみられる6月5日ごろの

Singularityについて統計的および総観的に考察する．

　　§2．年末年始のSingularity

　ここで年末年始の頃のSingularityとは，第1図等で

示されるように12月下旬のクリスマス頃から翌1月初旬

に至る期間における，2つの対照的な特徴を含めたもの

の総称で，これについて具体的に検討する．

　（1）統計的考察：第1図の（a）は多度津・（b）は東京

の累年日平均海面気圧の変化グラフである．多度津と東

京では極大や極小に約1日のずれがみられる外はほとん

ど同じである．12月26日頃から年初の1月3日頃までの

5日移動平均気圧曲線の大ぎな谷は，12月27～29日の谷

と1月1～2日頃の谷との2つからなつている．そして

その後12日頃まで比較的安定した持続性の大きい山とな

っている．そしてこれら年末年始の谷と年初の山とは冬

季において最も顯著なものである．

　さて多度津の累年日平均気圧変化の平滑線（累年月平

均気圧を主とし最大最少部では旬又は半月平均を参照し

て引いた）に対する年末の28日頃の最大偏差は，前日差

系列から計算した冬の標準偏差（0・65mb）の3倍に近

く，年初の2日頃の谷の場合はほぼ3倍である．また5

日移動平均気圧変化グラフにおいて，平滑線に対する年

末年始の谷の最大偏差は乳その標準偏差（0・2mb）の3

倍を越えており，年初の山の偏差もその標準偏差の2。5

～3倍に達し，これは東京についても大体同じである．

動率

　次に12月28日の気圧がその前後の25日と30日より同時一

に低い場合の頻度を調べると，48年間に23回，・また1月

2日の気圧がその前後の12月30日と1月4日より同時に

低くなる場合は47年中，24回である．すなわち12月28日i

頃およぴ1月2日頃はそれぞれその前後よりも低圧とな

り易いことが統計的にも認められる．

　第1図c，d．はそれぞれ45年間（1907～1951）の累年日1

別の高・低気圧性頻度を3日移動平均したものを図示し

てある．これは縮刷極東天気図から読みとったもので，

ここで高気圧性とは西日本で気圧が1026mb以上で・か・

つ曲率が高気圧性のとき，低気圧性とは北緯28～40度・

東経126～142度の範囲で気圧1006mb以下，曲率が低気

圧性のときをさす．季節風の吹出し型の中，特に西日本’

で気圧1026mb以上，また上述の地域内で気圧1006mb以1

下の両方に入るものは高」低気圧性双方に入れてある．

この高気圧性の場合をみると，1月3日頃より10日間く
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　第1図　翫b．累年日平均海面気圧
　　　　　c－d．累年日別高・低気圧性i頻度（1907～
　　　　　　　1951）3日移動平均

らいは高気圧性の頻度が多く．中でも1月5日頃（single・

では4日）は冬の最大となっており・一方12月下旬は少
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いが中でも28日頃はとくに少く，統計的に有意な差があ

る．このように12月末の27～29日頃に比し，1月4日以

峰しばらく「は西日本方面では高気圧性のことが多いと言

える．次に低気圧性の頻度をみると，1月2日前後に特

・一に多く12，1月中の最大となっており，その後の1月5

旧の3倍，移動平均では2倍を越えている．そして3日

．から4日にかけて高気圧性頻度は急増したが，低気圧性

の方は反対に激減している．1月3日は高・低気圧性両

頻度とも多く，季節風吹出し型の卓越することを示して

いる．また12月28日頃は高気圧性の方は特に少くなって

いたが・低気圧性の頻度では二次的極大となっている．

　’第2図a一・cは多度津および高知の累年日別降水頻度

を量別に示したものである．特にしぐれ性のものと雨ら

しい雨とを区別するように注意した．これらによると，

112月26～28日頃は冬の最多頻度を示し，これと反対に1

月3～4頃の頻度は年間または冬の最小で，好対照をな

している．そして高知の4．5mm以上の雨らしい雨の頻

度は前者は後者の12倍，移動平均でも6倍に達している，

また多度津の1月1日頃の二次的極大は主とし．てしぐれ1

性の少雨によるものであることも分る．そして年末の谷

に対応して雨らしい雨が多く，年初の1～2日の谷のと

きは単にしぐれ性の少雨を降らせ易いと言うことにな

る．このことは降水量についてみると一層はっぎりする．
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第2図　a－c累年日別降水頻度（1892～　　）
　　　　d　累年日平均降水量，多度津（1893～1950）

　第2図d・第3図a・bをみると，年末の谷に対応して1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
月26～28噸は鰍量が多く・12，1月中の鰍である

のに・1月3～4日頃は年間の最小となっている．

　1956年3月

第4図　a累年日平均気温（1893～1950）
　　　　b『累年日平均気圧差，福岡（60年）一東京（74年）

　　　　c累年目L平均風速（1893～1950）
　　　　d累年日別暴風回数（1907～1951），最大風速
　　　　　≧1伽／s，3日移動平均

　このことは第3図dの多度津の日照時数や第3図eの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　擁湿度からも明瞭である．

　また第4図aの多度津の累年日平均気温グラフによる
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　　と，年末の谷に対応して27～28日頃に特に高くなってお

　　り，その後年初の谷に対応して1月1日に二次的極大を

　　なしているが，その後は気温が急降し数日間引ぎつづき

　　低温を示している．この頃の気温変化の大ぎさは冬季で

　　は最も大き’い魂、のの一つで，殊に1～3日は1．0つCも降

　　下しており，冬季で2日間に1．0。C以上も下降している

　　のは12月2～4日の1．1。Cがあるだけである．

　　　次に第4図bに福岡と東京の間の累年日平均気圧差を

　　示した．これによると年末から年初にかけて気圧傾度が

　　大で，荒天模様となり易く，中でも12月29日と年初の2，

1イ　～5日頃はとくに傾度が急峻で，年間の最大となってお
ト

　　り，後者の場合は持続性可・大きい．第4図cの多度津の

　　累年日平均風速についても大体同じことが言える。また

　　第4図dの多度津において最大風速10m／8ε・以上を記録

　　した累年日別暴風回数をみると，年末年初頃に暴風日数

　　が多く，その中12月28～29日頃は冬の最大で・年初の極

　　大の場合は持続性が大きいのが注日される．

　　　ここで第3図cに示した新潟の累年日平均降水量の場

　　合をみると，年初の1～3日頃に最も多く，年末の場合

　　はこれよりも少くなっている．すなわち裏日本の新潟で

　　は表日本の多度津，高知，大阪等の場合とは逆である．

　　これは季節風の顯著な吹出しによる相違と考えられる．

　　　以上の事柄を綜合すると，クリスマス頃から23日頃ま

　　での数日間は，西日本では全般に高温多雨寡照なwet

　　weather　periodをなし，その直後の29日頃は一時的に

　　季節風の吹出しが顯著である．また年初の1月1～3日頃

、　は顯著な安定した冬型に移る前の規模の大きなtrigger

　　depressionに対応するものとみられ，本邦における季

　　節風の顯著な吹出しの時期に当る．従って日本海側を除

　　く西日本では年末の谷のとぎには温暖前線性の雨らしい

　　雨を伴うが，年初の場合は寒冷前線によるしぐれ性の少

　　雨（雪）を伴うに過ぎないものと考えられる．そしてこ

　　の1月1～3日頃はその後の1月上旬とともにいわゆる

　　dry　weather　periodを形成していて，寡雨好天型の

　　Grδsswetterを出現させ易い．とくに1月2～3日以後

　　しばらくは寒い冬型が持続することが多く，また1月始

　　めの数日間は裏日本では，顯著な季節風の吹出しと持続

　　によって，冬型の特徴である著しい降雪型を示す．

　　　しかし年末と年始における天気の特徴が同じ冬に相つ

l　いで現われる冥）のとは必ずしも考えられないで，年末の

　　雨天型のものと年初の季節喚、型のもの（trigger　depre．

　ssionとその後のanticyclonicなもの）とは別個に出現

　　する場合がある，だが例えば1916～17，1gj7～28，1949～

　　49年等の場’合は相つぐ一連の現象として現われている．

　　　（2）Synopticな考察：日平均海面気圧についての

　　20年間の累年日平均天気図のseriesを第6図に示して

　　ある．採用地点は大連，元山・木滞，台北・那覇・鹿児

　　島，境，多度津，ロ1父島，東京，新潟，秋田・石巻・札
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｛’一’ア乎璽つし1糟．一　・一州1τし

幌，根室，大泊の16地点である．これらによると12月27

～28日頃は，冬型の気圧配置がしばしば崩れ・低気圧の

通過し易い時期であるごとが分る．これが29日には冬型

が全般に顯著になり，一時的に強く吹出している．それ

以後はかなり変動はあるが大体において顯著な冬型が持

続している．中でも1月2日頃の吹出しは著しく，その

後引ぎつづき数日間季節風が卓越し，西日本では高気圧

性の状態を持続している．

　1月1日は本邦東部方面で気圧傾度がやや緩み，一方

黄海方面では傾度急で吹出し前の状況を表わしている

が，全体から言えば冬型はやはりかなり顯著で，12月2τ

～28日頃ほどには冬型の崩れを暗示しない．
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第5図　累年日平均地上天気図，20年平均1（1922～1941）
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　　　第6図　累年日平均気圧変化図（前日差）

　第6図の気圧変化図（前日差）をみると・年末の27～・

28日頃の場合は，負域の中心が東支那海方面から西日本

またはその近傍を通過して北東または東北東に進んでい

る．一方12月31日から1月2日頃にかけては・負域の巾

心は朝鮮の北西方に現われ，それが次第に東進しており。

その軸はほぼ南東方へ向って進行しているのが分る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気”3．3
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　これらのことは，前者では，主低気圧が西日本または

その近傍を通過して温暖前線性の雨を降らせ易い模様を

定性的に表わしており，後者の場合は主低気圧が北系に

現われ，日本海東部や北海道，東日本方面で発達する状

況に対応し，西日本の瀬戸内海や太平洋側における降雨

は，南下する寒冷前線に伴うしぐれ性の少雨（雪）をも

たらすに過ぎないことを概念的に示していると言える．

　従って西日本では，全体として年末は一時的吹出しを

伴う雨天型であり，表日本側殊に四国地方では年初は節

風の強い吹出しζ持続を伴うところの寡雨好天型の

Grδsswetterとなり易いと言った機構がsynopticな見

地から定性的に理解される．

　次に第7図に示す各地の累年日平均海面気圧グラフに

よって雨の多い年末の谷と雨の少い年初の谷について，

その原因をそれらの移動や発達の模様等からさらに端的

に調べてみよう．第7図によると最初の年末の谷は西日

12日26日　　2ア　　　26　　　29　　　ヌ）　　　う1　1貝　｝6　　　2　　　　弓　　　4

87

る“Post－Christmas　stormy”および“Early－January
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
stomy”なるものを指摘しており，またE．W．Wahr
は合衆国で“Post－Christmas　depression”　または

“Christmas－Cyclone”と言われるMajor　singularity，

の存在することを示している．このように西欧でも北米

でも年末年始のstormyが顯著に卓越しているようであ

る．従って前述した本邦附近における年末年始の冬中で

最もstomyな特異な現象は恐らくは大気大循環を通じ

て，西欧およぴ北米の著しいsingularityと半球的に相

連しているものと、思われる．
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　　§3，6月5日頃のSingularity

　第8図およぴ第9図は5月下旬から6月20日すぎまで

の累年日別の気象要素の変化を図示した4）のである，

　これらによると6月5日頃の谷と6月13～14日以降の

低圧とが目立っている．すなわち6月5日頃は降水量も

降水頻度も共に多く，特に雨らしい雨の頻度の極’大は著
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　　第7図　極東各地の累年日平均海面気圧グラフ
　　　　　　20年平均（1922～1941）

本以西ですでにかなり顯著で，西日本に来た時は発達し

て相当に深まっていることが分り，その後除々に多少発

達しながら1日おいて東日本へ移動している．これに反

して年初の谷の場合は西日本では浅く，九州以西（大連，

木浦，・鹿児島）殊に以南（台北）ではほとんど影響がな

く東日本，北日本方面で急速に深ま，り，多度津と東京間

の時間的ずれはなく，従って規模は大ぎいと言ったこと

を表わしている．

　以上の事柄から年末の谷の場合は，台湾沖，東支i那海

低気圧に対応し，かなり発達して西日本を通過している

こと，年初には日本海東部や以東で急速に発達する

trigger　depressionに対応し，日本海側を除く西日本で

は寒冷前線憐の少雨（雪）を降らせるに過ぎず，一方季

節風は持続し易いこと等が定性的に理解ざれる．
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（12）
　さて文献によると，C．E．P．Brooksは西欧におけ
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第8図　a－b．累年日平均海面気圧

　　　　c－d．累年日平均降水量
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しい．また日照時数は著しく少くなっている．そしてそ

の後の6月7～11日頃の山を経て・6月13～14日璽から

は本格的な梅雨に入っているのが知れる．6月7ん11日

頃の場合は降水頻度ぜ）量も少く，特に頻度は4月下旬や・

5月上旬の極大よりかえって少くて5月中旬並である．．

また日照は8～9日にかなり大きい極大を示している．　　尋

従ってどちらかと言えば晴天を伴う高気圧性とみられ　　・

る．そして6月13～14日頃を本格的梅雨の入りと考える

と暦の上での入梅にもほぼ一致して適当のようである．
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88 天気のSingularityについて（合田）
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　　　　第9図　a．　累年日平均日照時数
　　　　　　　　b－d．累年日別降水頻度

ここではこの入梅に先立ちあたかも梅雨の前ぶれとして

出現するところの多雨寡照な6月5日頃の雨天型の

singularityについて考察する．

　6月3～6日の期間中，はっぎりした谷になっている

場合を毎年の多度津における気圧曲線より調べて％で，

みると，48年間に29回，逆に山の場合は12回，危険率1

この頃谷になることが多いと言える．

　次に6月5日の気圧がその前後の1日と9日より同時

に低くなる場合を調べると，48年中24回・これは危険率

4％以ドで有意となる．また6月1日，5日，9日の気

圧について，対応のある場合の平均値の均一性のtest

を行ってみると（ただし季節的trendを除いて），Fo＝

4．50，π、＝2，％2＝46となり，危険率5％以下で有意で，

この頃の気圧変化は決して偶然得られるようなものでは

ない，このようにして6月5日頃の頻著なirregularity

綜，有意なsingularityであることが認められる。

梅雨型のものが多かった．次に1932年から1951年までの

20年間の1日1回の天気図から気圧を読み取って6月5

日の累年平均天気図を作成すると，第10図のようになっ

た．かなりあらくて年数も少いのであまりはっぎりしな

い点もあるが，大体において梅雨型とみられる．

　以上のことから6月5日頃の降雨は主として梅雨型に

よって起るものが多いと言うことがほぼ明らかである．

　　§4．あとがき
　ここでは年末年始の場合と6月5日頃の場合の2つの

singularityについて統計酌並ぴにsynopticに考察し，

その機構についても多少定性的に言及した．しかし大気

大循環との関連やそれらが年によりどのような現われ方

をするかと言った点の詳細などについてはなお今後の問

題として残されている．

　本調査は大阪管区気象台における長期予報研究の一濃

として遂行されたものの一部であることを附記し，日頃

御激励下さる大阪管区気象台長大谷東平博士，野口高松

地方気象台長並びに橋本予報課長に深謝するとともに，

北田技術部長はじめ雨量予報研究会の方々の御助言と気

象研究所の高橋浩一郎博士の御教示に対してもあわせて

感謝致したいと思います．なお塩田輝也技官の御援助に

対しても御礼を申し上げたい．
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